
～平成30年度交付決定額： 93,386 千円 平成31年度申請額： 8,523 千円

 7 実施計画における目標と期待される効果 別紙①のとおり

 10 その他事業（自主財源，民間団体，他省庁等からの補助（支援）を予定している事業など）

 9 その他計画実施により想定される効果（定性的な効果を記載）

 12 担当部局

本事業は、神戸市域にある多彩な地域文化遺産を活用し、情報発信や普及啓発事業を展開することにより、市民の
地域文化遺産に対する興味関心を高めると共に、これらの文化遺産の保護への意識が高まると想定され、このこと
によって地域文化遺産の保護に直接関わる所有者や保存団体だけでなく、広く市民からの保護への支援が期待でき
る。また、伝統文化継承基盤整備事業の展開によって、文化財・文化遺産の保護の主体者である保存団体の文化遺
産等の保護への体制が強化され、次世代への継承へのシステムが構築されることが期待される。伝統文化継承を担
う保存団体は、地域活動の主体者でもあり、この事業を展開することで、地域活性化に繋がると期待される。

「文化財保存活用地域計画」の策定については検討中である。

地方公共団体
担当部局課

神戸市教育委員会事務局文化財課

 11「文化財保存活用地域計画」の作成・認定や「文化財保存活用大綱」の策定，「歴史文化基本構想」の策定
や「歴史的風致維持向上計画」の作成・認定に向けた計画の見込等

地域文化財総合活用推進事業 実施計画

兵庫県・神戸市  2 補助事業の種類 1 都道府県・市区町村名

本事業は、実行委員会を構成する各構成団体が計画する地域文化遺産活性化事業を神戸市教育委員会事務局が取り
まとめ、全体の事業計画を企画し、各構成団体との事業調整、各団体の事業計画立案・事業実施に係る指導を兵庫
県教育委員会の助言を得ながら実施する。
主な担当・役割：神戸市教育委員会事務局文化財課において、文化財の取扱い（修理や活用）等に関する指導等
各事業の実施については、以下の団体が実施する。
・神戸市文化遺産活用実行委員会（会長 田邉篤二郎）
構成団体：NPO法人おうご農家守り隊・淡河かやぶき屋根保存会くさかんむり・お弓神事保存会・

一般社団法人有馬温泉観光協会・森地車保存会・小路祭り実行委員会・北畑地車保存会・
西青木地車保存会・淡河八幡神社御旅神事氏子会・東高丸北青年会・岩岡町南古自治会・
塩田獅子舞保存会・黒田自治会

 3 実施計画の名称

 4 実施計画期間

 6 実施体制

 5 実施計画の概要

神戸市策定の神戸市基本計画2015ビジョン（平成22年度策定）に基づき策定された神戸市教育振興基本計画内の生
涯学習推進計画（平成22年度策定）によって、文化財や伝統文化等の保存・継承がうたわれ、その項目として①文
化財への次世代への継承、②地域の伝統文化・芸能の保存継承と人材育成、③文化財の保存と活用、④文化財啓発
の幅広い取組みや情報発信の推進を掲げている。この基本計画は、平成27年度に策定された神戸市基本計画2020ビ
ジョンにも継承されている。また、神戸市教育振興基本計画（平成25年度策定）では、先述の神戸市基本計画に加
え、伝統文化の教育や地域学習の推進を掲げている。また、神戸観光プラン（平成22年度策定）の中では、神戸の
観光資源の特性として歴史的資源の活用を提唱している。これら神戸市の各計画と兵庫県教育委員会が策定した歴
史文化遺産活用ガイドライン（平成18年度策定）を踏まえて、以下の実施計画を策定している。
（１）地域の文化遺産に関する情報発信事業
（２）地域の文化遺産に関する普及啓発事業
（３）地域の文化遺産に関する継承事業・後継者育成事業
（４）地域の文化遺産に関する継承事業・用具等整備

地域文化遺産活性化

平成 29 年度 ～ 平成

神戸市文化遺産総合活用活性化事業
【計画の改善時期】

平成   年度

事業概要：
事業概要：
事業概要：

（2）実施事業の概要 別紙②のとおり

（1）補助金額 8 補助事業の概要

33 年度

様式１－１



回 回

50% 50%

2 回 2 回 回 回

平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34 年度平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度

平成 33 年度 3 回

設定根拠２： 地域にかかわる産品イベントに活用し、地域のさらなる周知・イメージアップを図る。

進捗状況２： 各年度，状況値，目標に対する達成率

目標値２： 【現状値】 平成 28 年度 1 回 ⇒ 【目標値】

目標区分２： 地域の文化資源を活用した集客・交流

評価指標区分２： 地域の文化遺産を活用した取組数（本事業の取組を除く） （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標２： 地元産品を使った集客事業 関連事業: 事業②

0% 100%

年度

12 回 15 回 回 回 回 回

文化遺産を活用した普及啓発事業の取組み数を増やす

進捗状況１： 各年度，状況値，目標に対する達成率

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34

設定根拠１：

7 実施計画における目標と期待される効果 別紙

目標区分１： 地域の文化資源を活用した集客・交流

評価指標区分１： 地域の文化遺産を活用した取組数（本事業の取組を除く） （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標１：
神戸の文化遺産普及啓発への取組み（自主事業とし
て）

関連事業: 事業①・②・④

目標値１： ⇒【現状値】 平成 28 年度 【目標値】12 回 平成 33 年度 15 回

様式１－１別紙①



進捗状況： 各年度，状況値，目標に対する達成率

年度平成 32 年度 平成

1,369 人 ⇒

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度

46 団体 団体 団体 団体 団体

122% 244%

28 年度

市内各地に伝わる無形民俗文化財である民俗芸能を次代へと継承する。

評価指標区分： ・保存会会員数の変化（維持） （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 実行委員会に参加する保存団体構成員数の増加数

目標値： 【現状値】 平成

事業概要：

事業③： 民俗文化財の伝承基盤整備事業 実施団体： 神戸市文化遺産活用実行委員会

事業区分： 後継者養成 事業期間： 平成 29 年度

1,328 人 1,783 人 人 人

33 年度 平成 34

人 人

-6% 59%

31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34 年度

【目標値】 平成 33 年度 2,065 人

～ 平成 33 年度

24 団体

神戸北野山本地区にゆかりのあるオリーブについて、そのかかわり・歴史を周知し、オリーブ
の名を冠したイベントを開催するなどの事業を行う組織等と連携してイベントを開催し、地域
の活性化・集客を図る。

評価指標区分：
・地域の文化遺産イベント等（本事業の取組を除く）における
ソーシャルキャピタル数（協賛企業・団体、賛同者等）

（具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： いわれのある産品（オリーブ）にかかわる協賛企業・団体数を増やす

目標値： 【現状値】 平成 28 年度 2 団体 ⇒ 【目標値】 平成 33 年度 20 団体

事業概要：

進捗状況： 各年度，状況値，目標に対する達成率

平成 29 年度 平成 30 年度 平成

33 年度 10,000 PV

33 年度 平成 34 年度31 年度 平成 32 年度 平成

地域にかかわる物産についての啓発活動と連携した地域活性化 実施団体： 神戸市文化遺産活用実行委員会

進捗状況： 各年度，状況値，目標に対する達成率

平成 29 年度 平成 30 年度 平成

⇒

事業区分： 普及啓発 事業期間： 平成 29 年度 ～ 平成 33 年度

PV

91% 109%

PV PV PV9,200 PV 10,846 PV

事業②：

 8（2）実施事業の概要 別紙

事業①： 歴史文化財・民俗文化財の映像記録化事業 実施団体： 神戸市文化遺産活用実行委員会

評価指標区分： ・記録映像の貸し出し（又は利用）回数等 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標：
おうご農家守り隊・茅の環・オリーブアカデミーのウェブサイトおよびユーチューブア
クセス数

目標値：

～ 平成 33 年度

事業概要：

神戸市北区に伝わる伝承文化・芸能文化さらに建築物などの文化財について画像記録を作成
し、DVDなどのメディアで保存。学校・公民館・図書館などで鑑賞できるようにし、またユー
チューブなどで公開する予定。詳細な記録は平成の民俗芸能の正確な姿を後世に伝える貴重な
資料になる。

事業区分： 記録作成 事業期間： 平成 29 年度

【現状値】 平成 28 年度 904 PV 【目標値】 平成

様式１－１別紙②



年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34 年度

1,328 人 1,294 人 人 人

人 ⇒ 【目標値】 平成 33 年度

30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成

平成 28 年度 1,369

29 年度 ～ 平成 33 年度

人 人

-132% -242%

事業概要：

だんじり・獅子舞などの芸能は、壮麗さを競う一方、激しく力強い動きをともなうことに意味
があり、使用される用具類に傷みが進行しやすいという現実がある。相反する性格を両立させ
次代へと伝えていくためには着実でこまめな手当て・修理が必要で、そのあり方を整備してい
く。

評価指標区分： ・保存会会員数の変化（維持） （具体的な指標は次のとおり）

33 年度 平成 34

具体的な指標： 用具整備により祭礼をより魅力的なものとして観衆をひきつけ保存会会員の増加に結び付ける

目標値： 【現状値】

-6% 5%

1,400 人

進捗状況： 各年度，状況値，目標に対する達成率

年度平成 29 年度 平成

事業⑤： 民俗文化財の伝承基盤整備事業 実施団体： 神戸市文化遺産活用実行委員会

事業区分： 用具等整備 事業期間： 平成

平成 29

淡河かやぶき屋根保存会くさかんむりのHP閲覧数

平成 28 年度 1,500 PV ⇒ 平成 33 年度 4,000

1,352 PV 1,628 PV PV PV PV PV

PV

各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 29 年度 平成 30

事業概要：
神戸に多く残る茅葺建物とそれに付随する茅葺文化を周知・体験してもらうため、茅場の育
成、その刈取り、さらに茅葺屋根の葺き替えを公開し、また写真展・講座などを開催する。こ
れらを通じて茅葺文化に親しみ、理解する人々の数を増やす。

具体的な指標：

目標値：

進捗状況：

事業④： 茅葺文化についての周知・普及事業 実施団体： 神戸市文化遺産活用実行委員会

事業区分： 情報発信 事業期間： 年度 ～ 平成 33 年度


